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大
学
教
育
支
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
徳
島
大
学

青
野

敏
博

(徳
島
大
学
長
)

平
成

一
五
年
三
月
に
出
さ
れ
た
中
央
教
育
審
議
会
答
申
の
中
で
、
二

一
世
紀
を
切
り
拓
く
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
日
本
人
を
育
成

す
る
た
め
の
教
育
が
目
指
す
目
標
の

一
つ
と
し
て

「知
」
の
世
紀
を
リ
ー
ド
す
る
創
造
性
に
富
ん
だ
人
間
の
育
成
が
謳
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
文
部
科
学
省
で
は
研
究
面
で
の

「二

一
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
加
え
て
平
成

一
五
年
度
か
ら

は
教
育
面
で
の
大
学
の
意
欲
的
な
取
組
を
選
び
、
資
金
を
重
点
配
分
す
る
新
規
事
業

「特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム

(特

色

G
P
)」
を
設
け
た
。
平
成

一
六
年
度
か
ら
は
さ
ら
に

「現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

(現
代
G
P
)」
を
数
種

の

項
目
別
に
公
募
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
特
徴
は
大
学
教
育
改
革

へ
の
種
々
の
取
組
の
中
か
ら
、
国
公
私
立
大
学
を

通
じ
た
競
争
的
な
環
境
の
下
で
、

ユ
ニ
ー
ク
な
優
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選
定
す
る
点
に
あ
る
。

徳
島
大
学
で
は
、
毎
年
こ
れ
ら
の
教
育
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム

(G
P
)
に
積
極
的
に
応
募
し
、
平
成

一
五
年
度
か
ら
平
成

一
七
年
度

に
か
け
て
、
合
計
四
つ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
つ
い
て
文
部
科
学
省
の
採
択
を
受
け
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

一

進
取
の
気
風
を
育
む
創
造
性
教
育
の
推
進

平
成

一
五
年
度
に
工
学
部
よ
り
特
色
G
P
に
申
請
し
た

「進
取
の
気
風
を
育
む
創
造
性
教
育
の
推
進
」
(担
当
：
英
崇
夫
教
授
)
が

六
二
八
校
中
七
六
校

(
一
二
・
一
%
)
の

一
つ
に
採
択
さ
れ
た
。
徳
島
大
学
は
教
育
の
理
念
と
し
て
進
取
の
気
風
を
育
む
人
材
の
育
成

を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
理
念
を
達
成
す
る
た
め
に
、
従
来
の
画

一
教
育
、
受
け
身
教
育
、
知
識
偏
重
教
育
、
マ
ス
プ
ロ
教
育
か
ら
脱
し
、

個
性
を
生
か
す
教
育
、
自
律
を
促
す
教
育
、
知
恵
を
生
み
出
す
教
育
、
グ
ル
ー
プ
教
育
に
教
育
方
法
を
転
換
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

平
成

一
五
年
に
は
創
造
性
教
育
の
開
発
、
評
価
、
発
信
を
目
指
し
て

「創
成
学
習
開
発
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
施
設
と
し
て
も
の

造
り
設
備
を
備
え
た
三
階
建
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
を
開
設
し
た
の
も
こ
の
た
め
で
あ
る
。

こ
の
取
組
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
創
成
学
習
と
は
、

一
人
ひ
と
り
が
問
題
を
発
見
し
、
知
恵
と
情
報
を
総
動
員
す
る
こ
と
に
よ
り
、

新
し
く
自
分
自
身
の

「解
」
を
見
出
す
訓
練
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
①
学
生
達
が
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
、
②
も
の
造
り

の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
③
互
い
に
協
力
し
て
設
計
、
製
作
し
、
④
成
果
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
⑤
目
標

へ
の
到
達
度
を
評
価

す
る
。
工
学
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
評
価
法
に
工
夫
を
加
え
、
研
究
内
容
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

技
術
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
三
項
目
ず

つ
の
評
価
を
行

い
、
卒
業
研
究
審
査
会
ま
で
経
時
的
に
追
跡
す
る
方
式
を
取
っ
て

い
る
。
ま
た

得
ら
れ
た
成
果
は
全
国
に
発
信
し
、
各
大
学
と
の
連
携
を
強
め
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

学
生
が
創
成
学
習
か
ら
受
け
た
利
点
と
し
て
は
①
身
の
周
り
の
自
然
や
事
物
を
注
意
深
く
観
察
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
②
自

ら
問
題
を
設
定
し
、
解
決
で
き
る
こ
と
を
知

っ
た
こ
と
、
③
自
主
的
に
学
習
す
る
意
欲
が
わ
い
て
き
た
こ
と
、
④
教
員
と
の
心
の
つ

な
が
り
が
で
き
た
こ
と
、
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
現
在
は

「
や
っ
て
み
た
い
を
形
に
し
よ
う
」
と
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
募
集
し
、
各

種

の
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
で
グ
ル
ー
プ
研
究
を
進
め
て
い
る
。

二
　ユ
ビ
キ
タ
ス
技
術
に
よ
る
新
し
い
学
習
環
境
の
創
生

平
成

一
六
年
度
の
現
代
G
P
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
社
会
的
要
請
の
強
い
政
策
課
題
に
対
応
し
た
六

つ
の
テ
ー
マ
で
募
集
さ
れ
た
。
徳

島
大
学
で
は
⑥

「I
T
を
活
用
し
た
実
践
的
遠
隔
教
育

(
e
-
L
e
a
r
n
i
n
g

)」
に
応
募
し
た
工
学
部

(取
組
担
当
者
：
矢
野
米
雄
学
部
長
)

の

「
ユ
ビ
キ
タ
ス
技
術
に
よ
る
新
し
い
学
習
環
境
の
創
生
」
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
部
門
で
は

一
〇
八
件
の
申
請
に
対
し
て

一
五
件

(
一
三
・
九
%
)
が
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

本
取
組
は
無
線
L
A
N
と
個
人
用
の
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
携
帯
情
報
端
末
で
あ
る
P
D
A

(

)

ま
た
は
携
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帯
電
話
な
ど
ユ
ビ
キ
タ
ス

・
コ
ン
ピ

ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
真
に

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
」
手
軽
に
講
義
や
情
報

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
ユ
ビ
キ
タ
ス
（u
）
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
実
現
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
教
員
と
学
生
間
や
学
生
同
士

に
よ
る
双
方
向
の
対
話
的
な
学
び
の
場
を
実
現
し
、
学
生

一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
き
め
細
や
か
な
学
習
環
境
を
提
供
で
き
る
。

徳
島
大
学
で
は
平
成

一
七
年

一
〇
月
に

u
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

u
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
企
画
運
営
、
開
発
実
施
、
評
価
、

成
果
の
公
表
な
ど
に
つ
い
て
業
務
の
推
進
を
図

っ
て
い
る
。

u
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
は
同
期
型
と
非
同
期
型
の
も

の
が
あ
り
、
同
期
型
の

u
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
教
員
に
よ
る
講
義
を
無
線

L
A
N
で
配

信
し
、
大
学
側
が
用
意
し
た
数
百
台
の
P
D
A
を
用
い
て
学
生
が
学
習
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
非
同
期
型
の

u
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、

講
義
を
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
ま
た
は
W

e
b
カ
メ
ラ
で
記
録
し
、
編
集
作
業
を
経
て
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
製
し
、
適
切
な
場
所

で
適
切
な
時

に
呼
び
出
し
て
学
習
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
現
在
工
学
部
お
よ
び
医
学
部
で
、
実
施
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

三

複
数
学
位
を
与
え
る
国
際
連
携
大
学
院
教
育
セ
ン
タ
ー
の
創
設

平
成

一
七
年
度
か
ら
大
学
教
育

の
国
際
化
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
募
集
が
始
ま

っ
た
が
、
そ
の
中
で

「戦
略
的
国
際
連
携
支
援
」
に

応
募
し
た
。
本
取
組
は
高
等
教
育

の
国
際
競
争
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
海
外
の
大
学
等
と
の
積
極
的
な
連
携
を
目
指
し
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
選
び
支
援
を
行
う
も

の
で
あ
る
。

工
学
部
の
村
上
理

一
教
授
を
担
当
者
と
し
て
申
請
し
た
取
組
名
は

「複
数
学
位
を
与
え
る
国
際
連
携
大
学
院
教
育

の
創
設
」
で
、

一
〇
四
件
の
申
請
中

一
五
件

（
一
四

・
四
％
）
が
採
択
さ
れ
、
幸
い
に
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
た
。

こ
の
取
組
は
、
徳
島
大
学
と
韓
国
、
中
国
、
ア
メ
リ
カ
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
外
国
連
携
大
学
が
協
同
し
て
、

徳
島
大
学
国
際
連
携
大
学
院
を
構
成
し
、
学
生
と
教
員
の
相
互
派
遣
を
行
う
。
こ
の
大
学
院
で
専
攻
す
る
主
な
分
野
と
し
て
は
、
①

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
②
バ
イ
オ
情
報
お
よ
び
③
地
圏
環
境
制
御
が
挙
げ
ら
れ
る
。

博
士
前
期
、
後
期
課
程
と
も
、
学
生
は
お
互
い
に
母
校
と
連
携
大
学
で

一
～
二
年
間
勉
学
し
、
か

つ
現
地
企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ

ッ
プ
を
行

い
な
が
ら
、
複
数
の
大
学
か
ら
学
位
を
受
け
る
ジ
ョ
イ
ン
ト

・
デ
ィ
グ
リ
ー
制
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
応
し
て
、
徳
島
大
学
で
は
国
際
連
携
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

（仮
称
）
を
設
置
し
、
教
育
部
門
で
は
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の

開
発
、
教
育
技
法
の
開
発
、
試
験
の
方
法
な
ど
を
検
討
す
る
。

一
方
、
支
援
部
門
で
は
、
国
際
連
携
教
育

の
実
施
体
制
を
構
築
し
、

実
行
に
移
し
、
管
理
部
門
で
は
情
報
管
理
、
学
生
用
カ
ル
テ
の
管
理
、
基
金
管
理
な
ど
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

国
際
連
携
大
学
院
と
い
う
新
し
い
構
想
の
た
め
、
総
て
を

一
気
に
実
施
に
移
す
こ
と
は
困
難
な
の
で
、
ま
ず
徳
島
大
学
の
学
生
を

こ
れ
ま
で
の
関
係
の
濃

い
大
学
へ
派
遣
し
、
徐
々
に
大
学
数
お
よ
び
徳
島
大
学

へ
迎
え
る
学
生
を
増
や
す
よ
う
努
め
た

い
。

四

食
品
機
能
研
究
を
先
導
す
る
人
間
栄
養
学
教
育
拠
点

「魅
力
あ
る
大
学
院
教
育
」
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
平
成

一
七
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
創
造
性
曲豆
か
な
若
手
研
究
者

の
養
成
を
図
る
た
め
、
大
学
院
に
お
け
る
意
欲
的
か
つ
独
創
的
な
研
究
者
養
成
の
取
組
に
対
し
て
重
点
的
な
支
援
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
全
国
の
大
学
か
ら
三
一二
八
件
の
申
請
が
あ
り
、
九
七
件

（二
八

・
七
％
）
が
採
択
さ
れ
た
。

徳
島
大
学
か
ら
提
出
し
て
い
た

「食
品
機
能
を
先
導
す
る
人
間
栄
養
学
教
育
拠
点
」
も
採
択
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
学
は

一
九
六
四
年
に
全
国
に
先
駆
け
て
医
学
部
に
栄
養
学
科
を
置
き
、

一
九
六
九
年
に
大
学
院
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
栄
養

学
博
士
二
〇
二
名
を
養
成
し
、
六
二
名
の
大
学
教
授
を
輩
出
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
背
景
と
し
て
は
、
研
究
面
で
は
二
〇
〇
四
年
に
医
学
、
歯
学
、
薬
学
、
栄
養
学
の
統
合
大
学
院

「
ヘ
ル
ス
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
研
究
部
」
を
設
置
し
、
二
〇
〇
三
年
に
は
医
学
部

・
歯
学
部
附
属
病
院
に
臨
床
試
験
管
理
セ
ン
タ
ー
を
作
り
活
動
し
て
い
る
。

教
育
面
で
は
二
〇
〇
四
年
に
医
学
、
歯
学
、
薬
学
、
栄
養
学
合
同
で

「統
合
医
療
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
社
会
貢
献
面

で
は
二
〇
〇
三
年
に
医
学
部

・
歯
学
部
附
属
病
院
に
食
と
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

の
活
動
の
拠

点
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
整

っ
た
環
境
の
下
、
大
学
院
栄
養
生
命
科
学
教
育
部
の
博
士
後
期
課
程
に
食
品
機
能
研
究
に
特
化
し
た

コ
ー
ス
を
設

置
し
、
医
療
栄
養
学
の
指
導
的
研
究
者
を
養
成
し
、
E
B
N
に
よ
る
機
能
性
食
品
の
開
発
と
食
品
の
機
能
評
価
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

今
後
は
採
択
さ
れ
た
G
P
に
つ
い
て
実
績
を
積
み
重
ね
る
と
と
も
に
、
新
し
い
G
P
の
募
集
に
対
応
し
て
全
国
の
大
学
の
モ
デ
ル

と
な
る
よ
う
な
提
案
を
行

っ
て
い
き
た
い
。




